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日本救急医学会 関東地方会 

令和 4(2022)年度幹事会 議事録 

 

日時 ：令和 4 年 2 月 26 日(土)12 時 00 分～13 時 00 分 

場所 ：オンラインミーティング（Zoom を利用） 

出席者（敬称略） 

常任幹事：武田 宗和（常任幹事長）、井上 貴昭、畝本 恭子、河野 元嗣、佐藤 憲明、 

       中田 孝明（会長） 

監  事：松田 潔、三宅 康史 

オブザーバー： 戸井田、伊藤（へるす出版） 

事務局 ： 加藤（Smart119） 

 

1.議事録署名人（今回） 

武田常任幹事長によって、議事録署名人が指定された。 

・河野常任幹事 

・中田常任幹事 

2.新常任幹事・新幹事推薦 

武田常任幹事長によって、新常任幹事・新幹事の推薦が行われた。今回の新常任幹事候補

者 2 名（中川儀英先生、中村光伸先生）、新幹事候補者 16 名（神田潤先生、海田 賢彦先

生、近藤 豊先生、前田 敦雄先生、滝口 徹先生、中堤 啓太先生、中村 元洋先生、米川 

力先生、篠原 真史先生、潮 真也先生、獄間澤 昌泰先生、土井 智喜先生、濱口 純先

生、土井 研人先生、佐藤 公亮先生、中村 謙介先生）については、会員歴、会費納入状況

等資格について事務局が調査済みであり、先に行われた常任幹事会で承認済みであることが

報告され、新常任幹事 2 名、新幹事 16 名が承認された。井上貴昭先生が常任幹事長に承

認された。 

3.会員のご逝去 

3 名の会員のご逝去が報告され、黙祷がささげられた。 

 

《報告事項》 

1．庶務報告(2021 年)（河野常任幹事） 

河野常任幹事より庶務報告について報告された。総会員数は 1044 名(新会員 93 名)、ほぼ

横ばい。オンサイトで学術集会が開催されていた際に入会した会員に関して、今後は自然退

会者が増えると予測。学会運営の中期計画について検討を進める必要あり。 

 

2．2021 年度決算について（河野常任幹事） 

  河野庶務常任幹事より資料に沿って報告された。収入合計は第 71 回学術集会の余剰金

より補填され微減。支出合計はコロナ禍に伴う委員会活動停止の影響で予算から大幅減と
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なり、結果、予算規模のほぼ 2 倍額を次年度へ繰り越す結果となった。  

続いて三宅幹事より資料に沿って監査報告結果が報告され、2021 年度決算が承認された。 

 

3．SOS-KANTO 委員会（中田常任幹事） 

 中田常任幹事より資料に沿って報告された。最終データーセットを関東地方会当日に配布

すべく、欠損値の補充を中心に未登録の多い施設に修正をお願いしてきましたが、新しく入

力していただいた施設はエラーが非常に多く、最終データーセットの配布時期の延期等を検

討している。今回の学術集会で中間データ解析結果については、シンポジウムと一般演題で

報告する。 

地方会の後に SOS-KANTO 進捗状況報告をオンラインで実施予定。 

 

4．救急隊部会・関東地方 MC 検討委員会（畝本常任幹事） 

畝本常任幹事より、2 月 26 日の救急隊員学術研究会の報告と、関東地方メディカルコント

ロール協議会連絡会は時間確保困難のため開催見送りとなることが報告された。 

 

5. 関東地方災害医療検討委員会（河野常任幹事） 

河野常任幹事より活動状況について報告された。当初オリパラでの活動を目標として始め

た委員会であったが、コロナの影響による観客数減で表立った活動なし。今後の委員会の継

続については具体的な提案はない状況となる。委員会の今後については常任幹事以外の意

見を幅広く募る方向で検討を進める。 

 

6．編集委員会（井上常任幹事） 

 井上常任幹事より、関東地方会雑誌制作について資料に沿って報告された。今年度の論文

投稿数は学会自体が開催されなかったこともあり減、次年度へ向けて検討を進める。 

 

7．ホームページについて（井上常任幹事） 

井上常任幹事より更新状況が資料に沿って報告された。 

 

8．第 72 回（令和 4 年）日本救急医学会関東地方会学術集会（中田常任幹事） 

 中田常任幹事より参加登録数、演題数、シンポジウム数などが資料に沿って報告された。 

 

9．第 73 回（令和 5 年）日本救急医学会関東地方会学術集会（畝本次期会長） 

畝本常任幹事より第 73 回学術集会について報告された。対面にて実施する方向で現在計

画中であり、会場は八王子を予定。コロナの状況悪化により開催が危ぶまれる場合はホテル

が最遅 8 月まで開催を待ってくれるとのことだが、それ以降状況が変わらないようであれば完

全オンライン開催に切り替える予定である。 

 

10．第 74 回（令和 6 年）日本救急医学会関東地方会学術集会（武田常任幹事長） 

 武田常任幹事長より第 74 回会長に関して、埼玉医科大学国際医療センター根本学先生に

ご快諾いただいている旨が報告された。審議の結果、全員一致で承認された。 

 

11. 看護部会（佐藤常任幹事） 

 佐藤常任幹事より、看護部会について報告された。 

 

《審議事項》 

1. 2022 年度予算案(河野常任幹事) 
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 収入合計は 2021 年度と同額の予算を立てている。支出合計は業務委託先が Smart119 へ

変更となったため微増。そのため収支は赤字見込みとなるが、繰越金で補填できると考えてい

る。審議の結果、2022 年度予算が承認された。 

 

2.名誉会員推戴(武田常任幹事長) 

令和 4 年度幹事会の名誉会長推載者について確認された。 

順天堂大学医学部附属浦安病院 救急診療科 田中 裕先生 

前橋赤十字病院 院長 中野 実先生 

審議の結果、承認された。 

 

3.その他 

・事務局移転について(河野常任幹事) 

事務局移転にかかる契約内容について共有された。 

 

・看護部会の常任幹事及び新委員について（佐藤常任幹事） 

「看護部会担当常任幹事は看護師より選ばれるべき」との意見が挙がり、常任幹事一同同

意したため、会則を＜常任幹事が非選挙幹事として看護師を 1 名任命する＞という内容へ変

更するよう今後審議を進めていく。ただし会則変更には時間がかかるため、次期常任幹事候

補の浅香看護師の場合は、選挙幹事として立候補いただく方針とし、現委員長である浅香え

み子氏(東京医科歯科大学病院)を推薦した。 

審議の結果、承認された。 

 

・常任幹事補充の件について（武田常任幹事長） 

今年、常任幹事長と常任幹事の 2 名が任期を終え、役員に欠員が生じるため、細則に 

則り、常任幹事会の議を経て欠員補充を行うこととした。 

以上 

 

議事録作成 ： 事務局 加藤 

 

上記決議を明確にするため、この議事録を作成し、議長及び議事録署名人が次に記名

押印する。 

令和 4 年 2 月 26 日 

日本救急医学会関東地方会 令和 4(2022)年度 幹事会議事録 

 

 

議長：                 印 

 

議事録署名人：                 印 

 

議事録署名人：                 印 

 

 

[捨印] 
印            印            印 


